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波動 に よ っ て 生ず る 熱の数理物理学的考察
志嘉谷古
Study of Heat produced by Wave. 
FURUYA 
Heat produced by wave in the viscous heat conducting fluid was treated. 
The author tried to solve it by considering the energy conservation law and espe­
cially the case of sin-wave was treated. 
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粘性を も っ た伝導性媒質中に波動に よ っ て生ず る 熱
を数理物理学的に考察す る 。
特に正弦波の場合につい て吟味を行な う 。
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図- 1 の如 く 単位断面積 の管の中 の粘性流体中 に波
動がお き て ( x ， X + (JX) の部分が ( x + � . x 十 � +
つ?ー ( x + �)(JX) に移動 し た と す る 。ox 
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波動に よ り 生ず る熱の数理物体的考案関-1
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波動の よ う な 問題を扱 う 時 u や E 及びその変化率は
小 さ い も の と 考え ら れ る か ら 二次以上の項を省略 し て
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であ る か ら ∞
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検討及び結語
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正弦波に よ っ て生 じ る 熱 も か な り 複雑な形ではあ る
が正弦分布 を な し， 時間位置に関す る 平均値は零 と な
る 。 ま た x が大 き く な る につれ， 指数関数的に減少す
る 。
以上正弦波の場合につ い て取 り 扱 っ たが一般の波形
の場合は正弦波を重ね合わせ て フ ー リ エ解析を 行 な え
ば よ い と 思 う が こ の一般論につ い て は次回にゆず る 。
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